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イギリス軍戦力低下一覧表を読み解く

そもそも、イギリス軍の戦闘力はいつの時点に何を基準に算定されたものだろう。元々
は、『War in the East』(以下、WiE)として作成されたものであり、「ドイツ軍は1941年
型装甲師団を基準」にしていることは明白だ。『War in Europe』(以下、WEU)として後
から加わった、西欧連合軍も同じく1941年を基準にしていると言っていいのだろうか。
再びWEUのデザイナーズノートに立ち返って考えてみる。
①「武器の火力と部隊全体の火力は比例する。武器の火力が変わらない状態で内包す
る部隊数を増減させると、部隊全体の火力も増減する」

②「武器の火力を増大すると、内包する部隊数を減少させても、部隊全体の火力の減
少は発生しない」

③「武器の火力を増大させ、内包する部隊数も増やせば、部隊全体の火力も増大する」

③は①を変形させた考え方だ。1944年型空挺師団と1941年型空挺師団を比較した時、
その兵器や装備状況からも雲泥の差があることは明白だ。「<9-10>Mo.Ab.Dv.を1944年
型自動車化空挺師団」と捉え、その「年代別の編制内容に合わせて戦力低下させる」こと
が最初の考慮事項となった。1944年当時にイギリス軍空挺師団や自動車化歩兵師団は、
通常編制外の追加支援部隊として戦車旅団が各師団に配備されていた。その戦車旅団内の
大隊数は一律と言えず、２～３個大隊である。まずは最初に戦車旅団を除いてみた。194
3年７月のシシリー島降下作戦時から、基本編制はパラシュート旅団とグライダー旅団の
２個旅団編制であり、旅団内の大隊数を1944年型編成に向けて増加させている。逆に考
えて、更に内部の大隊数を減らしてゆけば、各年代の戦闘力が算定できることになる。最
終的に、「最初から戦力低下状態でゲームに登場させる」ことで、年代別の戦闘力の変化
が適切に表現できたものと思っている。史実どおりに、イギリス軍は「戦力回復＝野戦補
充」の手順により、年を追うごとに「強化」されていくのだ。実際の強化の主な手段は、
「旅団規模の部隊の解散＝野戦補充ポイント化」あるいは「各種旅団を編合しての師団化」
であった。今回、その意味での柔軟性を与えることができた。

オリジナルルールの問題点
オリジナルルールでの旅団規模部隊の扱いには疑問ばかりだ。オリジナルルールに従え

ば、「旅団規模の部隊を解散させて補充ポイント化する」ことができない。オリジナルの
増援表で得られる補充ポイントだけでは、どう考えても損害をまかなえる形になっていな
い。旅団規模の部隊はそれこそ「最終生産物として全滅するまでそのまま戦い続ける」以
外にないのだ。加えて、増援表にある「旅団規模の部隊の転戦」には「現実としての各種
旅団を統合しての師団化」も含まれている可能性もある。「増援表に見直し」は必須事項
である。
今回、「旅団規模の部隊を解散させて補充ポイント化する」ことを許し、「全ては補充ポ

イントで部隊強化を図る」ものとし、新たな分割や統合を認めたことで、改正すべきルー
ルも山積みとなってしまった。
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追加ユニット
「<9-10>自動車化空挺師団のままでは空挺降下できない」ものとして「<3-5>空挺旅

団」を登場させた」ことが、大きな変更点だ。まさか、「追加支援部隊である戦車旅団と
ともに降下することができる」、「降下後の全員が自動車移動ができる」と主張する人はい
ないだろう、と信じる。グライダーで小型軽戦車は運べても、M4戦車は運べない。降下
後のパラシュート旅団とグライダー旅団の兵士は最終的に「徒歩移動」である。全員が「自
動車移動できる分の車輌輸送」は達成していない。グライダーによって輸送できたのは、
指揮連絡用ジープ数台と旅団火器として数門の砲兵器に過ぎない。<3-5>空挺旅団(1942)
と<3-5>空挺旅団(1940)の違いは、傘下の大隊数によって歩兵火力は増えたことによる１
IRの違いだけで、旅団火器や車輌としての1MRは同じになっている。このため、どちら
を基本編成にするかで、自動車化空挺師団に戻す時（あるいは逆）に必要とされるMR数
が変化することに注目していただきたい。
加えて、空挺師団そのものをいつでも自由に分割できることにも注目していただきたい。

２個の空挺師団を分割すると、３個以上の空挺旅団が同時に降下できるのだ。それら３個
の空挺旅団を統合して空挺師団とすることはできないが、<3-5>空挺旅団３個が１ヘクス
に降下すると、９戦闘力が得られる意義は大きいだろう。
その他には、ウェーゼル演習を再現するために、イギリス軍歩兵旅団を登場させた。加

えて、開戦時の守備旅団の内実は１個歩兵大隊であり、開戦後に歩兵旅団に格上げされて
いる史実も再現できるものとした。

1939年型イギリス軍編制
＜9-8＞Amd.Dv.(-3)=3.00
＜3-8＞Amd. Bd.(-1)=2.00
＜8-10＞Mo.Inf.Dv.(-3)=3.00
＜3-10＞Mo.Inf.Bd.(-1)=2.00
＜3-5＞Inf.Bd.(-1)=2.00
＜(1)-0＞Gs.Bd.(full)=1.00

1939年型機甲師団は、「敵陣地突破対戦車戦力」として編制された。機甲旅団と歩兵大
隊が配属されているものの、旅団指令部の傘下にあるのは機甲大隊だけで、歩兵大隊や支
援砲兵は師団司令部直轄の部隊となっている。「攻撃前の支援砲兵の砲撃により敵陣地を
破壊し、そこに楔を打つように最初に重戦車大隊を突入させる。重戦車大隊は、重装甲を
利用して生き残った敵部隊からの反撃に耐えて敵陣地後方に突破し、反撃に訪れる敵戦車
を撃破することを主任務とする。重戦車大隊に続いて投入されるのが、軽戦車大隊とブレ
ンガンキャリア等に搭乗した歩兵大隊であり、生き残った敵部隊を機関銃によって掃討し
て制圧するとともに、敵後方へ進出しての攪乱を主任務とする」とプラン上は考えられて
いた。1939年型独立機甲旅団も同様な考えの下で編制され、純粋に戦車のみで編制され
ていた。
重戦車大隊に装備されたのがマチルダMk.Ⅱ(A12)戦車である。装備する2ポンド砲は、

対戦車専用砲として徹甲弾(AP弾)しか準備されておらず、榴弾(HE弾)を発射できなかっ
た。榴弾(HE弾)を発射できないマチルダMk.Ⅱ(A12)戦車が敵歩兵部隊や対戦車砲部隊に
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遭遇した時、砲塔機銃や車体前面機銃で攻撃することしかできなかった。対戦車砲に遭遇
した時の不利は明白だ。つまり、対戦車砲に対して機銃でしか攻撃できず、破壊できない
のだ。機甲師団内の機甲旅団は、戦車以外の装備を持たず、榴弾砲は機甲師団司令部直轄
支援砲兵部隊にしか存在しない。前線のマチルダMk.Ⅱ(A12)戦車は、旅団司令部を通し
て機甲師団司令部へと連絡し、間接支援射撃として対戦車砲を破壊してもらわなければな
らないのだ。更に目の前の対戦車砲がマチルダMk.Ⅱ(A12)戦車を破壊できる能力があっ
た場合、マチルダMk.Ⅱ(A12)戦車は一方的に破壊される可能性が高かった。かたや、軽
戦車大隊に装備されたのがマチルダMk.Ⅰ(A11)戦車である。装備するのは機関銃や機関
砲であり、榴弾砲は装備していない。マチルダMk.Ⅰ(A11)も対戦車砲に対して機銃でし
か攻撃できず、破壊できないのだ。目の前の対戦車砲がマチルダMk.Ⅰ(A11)戦車を破壊
できる能力があった場合、マチルダMk.Ⅰ(A11)戦車も一方的に破壊される可能性が高か
った。
「榴弾(HE弾)を発射できない」ということは、対戦車砲と対する時には致命的だ。榴

弾(HE弾)炸薬の爆発があってこそ、その破片で敵兵士を殺傷できる可能性が高まり、敵
対戦車砲そのものを榴弾の爆発力で破壊できる(「地域目標」としての効果)。機銃弾、機
関砲弾、徹甲弾は、言うなれば直径が異なるだけの単なる鉄の塊であり、爆発は起きない
ために目標に直撃してこそ破壊できることになる(「直接目標」としての効果)。これは、
フランス戦役での連合軍戦車のみならず、ワルシャワ前面におけるポーランド軍対戦車砲
によるドイツ軍Ⅰ号戦車(機関銃)・Ⅱ号戦車(20ミリ機関砲)の大損害、アメリカ軍兵器登
場前の北アフリカにおけるドイツ軍88ミリ砲によるイギリス軍戦車旅団の大損害、とい
ったことに繋がる話である。

1941年型イギリス軍編制
＜9-8＞Amd.Dv.(-2)=5.00
＜3-8＞Amd. Bd.(Full)=3.00
＜9-10＞Mo.Ab.Dv.(-3)=3.00
＜3-5＞Ab.Bd.(-1)=2.00
＜8-10＞Mo.Inf.Dv.(-2)=4.00
＜3-10＞Mo.Inf.Bd.(Full)=3.00
＜3-5＞Inf.Bd.(Full)=3.00
＜(1)-0＞Gs.Bd.(full)=1.00：このころには＜3-5＞Inf.Bd.(Full)=3.00に改編済み

前年のダンケルクでの敗北により、独立旅団傘下の大隊が師団傘下に配属されて、壊滅
した部隊の復活が図られ、イギリス軍全体の改編がなされた時期である。1941年型編制
の特徴は、３月に成立したレンドリース法（武器貸与法）によってアメリカ製兵器が投入
され始めたことによる変化が大きい。トラック、装甲車両(M2)、戦車(M3)といった陸上
兵器の取引制限が緩和されたことで、アメリカ製兵器が導入され始める。

1942年型イギリス軍編制
＜9-8＞Amd.Dv.(-1)=6.00
＜3-8＞Amd. Bd.(Full)=3.00
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＜9-10＞Mo.Ab.Dv.(-2)=4.00
＜3-5＞Ab.Bd.(Full)=3.00
＜8-10＞Mo.Inf.Dv.(-1)=6.00
＜3-10＞Mo.Inf.Bd.(Full)=3.00
＜3-5＞Inf.Bd.(Full)=3.00
＜(1)-0＞Gs.Bd.(full)=1.00：このころには＜3-5＞Inf.Bd.(Full)=3.00に改編済み

1942年型編制は、アメリカの参戦により、陸上兵器の取引制限が一切なくなったこと
で、アメリカ製兵器の導入が急速に進むことになる。北アフリカやイタリア本土への侵攻
に向けての準備が加速していく時期に相当する。

1943年型イギリス軍編制
＜9-8＞Amd.Dv.(Full)=9.00
＜3-8＞Amd. Bd.(Full)=3.00
＜9-10＞Mo.Ab.Dv.(-1)=6.00
＜3-5＞Ab.Bd.(Full)=3.00
＜8-10＞Mo.Inf.Dv.(Full)=8.00
＜3-10＞Mo.Inf.Bd.(Full)=3.00
＜3-5＞Inf.Bd.(Full)=3.00
＜(1)-0＞Gs.Bd.(full)=1.00：このころには＜3-5＞Inf.Bd.(Full)=3.00に改編済み

1943年型機甲師団ともなると、諸兵科連合が重視される形となり、旅団司令部の傘下
には機甲大隊とともに歩兵大隊も直接指揮下に入り、「旅団戦闘団」と呼ばれるようにな
っていた。ゲーム上の「BG」が「旅団戦闘団」に相当する。戦車のほとんどがアメリカ
製M4シャーマン戦車に変わり、砲兵部隊も自走榴弾砲装備となっているのも特徴的だ。
一部の機甲師団では、偵察大隊の装備車輌が、装甲車両に乗った歩兵偵察大隊からクロム
ウェル戦車偵察大隊となっている。
1943年型自動車化歩兵師団においては、本来ならば軍団所属の「独立機甲旅団の追加

配備が常態」となり、旅団司令部の傘下には歩兵大隊とともに機甲大隊も直接指揮下に入
り、歩兵中心の「旅団戦闘団」が形成できるようになっていく。

1944年型イギリス軍編制
＜9-8＞Amd.Dv.(Full)=9.00
＜3-8＞Amd. Bd.(Full)=3.00
＜9-10＞Mo.Ab.Dv.(Full)=9.00
＜3-5＞Ab.Bd.(Full)=3.00
＜8-10＞Mo.Inf.Dv.(Full)=8.00
＜3-10＞Mo.Inf.Bd.(Full)=3.00
＜3-5＞Inf.Bd.(Full)=3.00
＜(1)-0＞Gs.Bd.(full)=1.00：このころには＜3-5＞Inf.Bd.(Full)=3.00に改編済み

1944年型編制で<9-10>自動車化空挺旅団(1944)が登場することになっている。しかし、
史実としてはこの部隊は存在しなかった。第１空挺師団はアルンヘム戦で壊滅状態となり、
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再建されたのは戦後のことである。第６空挺師団は、この年に空挺降下を実施し、「空挺
旅団」状態で終戦を迎えている。

イギリス軍の旅団運用
イギリス軍戦力低下表の作成は、「旅団運用」というイギリス軍のあり方について考え

させられることになった。「イギリス軍の旅団運用は、傘下の部隊を自由に変更すること
で柔軟な部隊編成ができ、有利である」と一般的に主張されているが、実際はどうなのだ
ろう。
ここで言う「旅団司令部傘下の部隊」の部隊規模は「大隊」である。開戦初期のイギリ

ス軍では、兵科別に２～５個の傘下大隊を持つ旅団司令部が存在していた。これを端的に
再現したのが、<3-5>空挺旅団(1942)の３個大隊編制と<3-5>空挺旅団(1940)の2個大隊
編制の違いとなっている。傘下の大隊数が増えたことで歩兵火力は増えても、旅団火器の
支援部隊の数は増えずにそのまま同じであった。このことは必ずしも有利に働いたとは言
えない。
『イギリス軍戦力段階一覧表：CW Step Loss Chart(3rd Ed.)』では、「BGでの部隊

分割」とは別に、編制下となっている各大隊の個数を示して「大隊単位での分割」も定め
ている。これは、開戦初期の「兵科別旅団の大隊分割運用」の様相を示すためものである。
「大隊分割運用」はイタリア軍相手の北アフリカ戦では「包囲戦に持ち込む」ためにはう
まく機能した。しかし、ドイツ軍相手となると「各個撃破の格好の対象」となってしまっ
た。
「旅団運用」が有利に働きはじめたのは、1943年型機甲師団編制において「旅団戦闘

団」を正式な戦闘単位とし、「旅団戦闘団司令部」が異なる兵科の部隊を諸兵科連合とし
て一括指揮するようになってからである。ゲーム上の「BG」が「旅団戦闘団」に相当し、
各師団は「旅団戦闘団を2～3個形成」して運用されるようになる。
なお、「BGへの分割」に年代制限を持ち込んでいないのは、ゲーム上の「BG」が「戦

力低下した状態」をも示すからである。

終わりに～「イギリス軍戦力低下一覧表」において再現できないこと
「イギリス軍戦力低下一覧表」において再現できないのは、イギリス軍の増援状況であ

り、自由ポーランド軍空挺旅団やイギリス軍騎兵師団の存在である。自由ポーランド軍空
挺旅団はゲームに登場していない可能性が高い。イギリス軍騎兵師団は、最終的に自動車
化歩兵師団や機甲師団に改編されており、その最終形でゲームに登場していると思われる。
これらのことはむしろ「増援表」で解決されるべきことである。今回、「旅団規模の部隊
を解散させて補充ポイント化する」ことを許し、「全ては補充ポイントで部隊強化を図る」
とし、新たな分割や統合を認めたことで、増援表そのものの改定が必要である。増援表の
解析には時間がかかり、いつ解決できることなのか、現段階では全く見当が付かない。

追記：補充ポイントを「スタック価」として利用することを考慮し、第５版とした。


